
【開放型病床の利用方法】 名古屋市立東部医療センター

※事前に開放型病床利用登録が必要です。

≪開放型病床利用登録医≫ ≪当院外来≫ ≪地域医療連携センター≫

開放型病床利用による入院
の申し出。患者さんへの説
明。

診察にて入院決定、開放
型病床利用の申し出のあ
ることを地域医療連携セン
ターへ伝える。

空き状況を確認し、開放型
病棟に入院となるのか否
かを開放型病床利用登録
医へ報告する。

※開放型病床に空床がある場合、
病院からご利用をお勧めする場合
もあります。

開放型病床利用申込書を記
入し、地域医療連携センター
へFAX送付

【共同診療について】
≪開放型病床利用登録医≫ ≪当院主治医≫ ≪地域医療連携センター≫

共同診療の実施日を地域医
療連携センターへ連絡をする

※日時は原則９時～１７時に設
定をお願いいたします。 地域医療連携センターと

日時の調整

日時決定

病棟へ案内

共同診療・共同診療録記載
共同診療録を受領し
コピーを登録医へお渡しす
る。シェーマで電子カルテ
へ取り込む。

主治医と連絡を取り、日時
の調整をする
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